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【結果】79 体の胚子の連続切片において, カーネギーステージ (以下 CS) 17
では 10 体中 1 体に右肺腸陥凹から心臓下包が分離されており, CS18 では 10
体中 8体で分離されていた. CS19から CS23においては 1体を除いてすべての




とポドプラニンが陽性であり, 中皮細胞であった. 腹腔鏡手術においては, 心
臓下包を認識する以前のビデオではその同定率は 69% (16例中 11例) であった












るようになった. この空間は胎生期に網嚢の発生過程で分離される infracardiac bursa（以
下 ICB）に相当するとの報告はあるが, 現代の手術所見に合致する正確な局所解剖図は
未だ示されていない. 本研究では ICBを 3つの学術分野（発生学, 解剖学, 外科学）から
評価し, 成人における ICBの局所解剖の確立を目的とした. 発生学的な検討では, ICBは
胚子の組織切片においてCarnegie stage (CS) 17からCS18の時期に形成され, 以降CS19
からCS23では 48/49体（98%）に存在していた. 胎児のMRIでは 39体中 25体 (64%) に
ICB が同定され, 横隔膜の胸腔側かつ食道の右側に紡錘形に存在していた. 解剖学的な
検討では, 成人 Cadaverの組織スライスにおいて ICBは食道裂孔尾側から心嚢下端のレ
ベルに存在し, その内腔は中皮細胞で覆われていた. 外科学的な検討では ICB を認識す








  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和 2 年 1 月 15 日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
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